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江
戸
後
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
『
七
十
六
番
歌
合
』
と
い
う
一
本
が
あ
る
。

寡
聞
に
し
て
他
に
伝
本
を
聞
か
な
い
。
ま
ず
は
、
書
誌
を
記
す
。

写
本
。
半
紙
本
一
冊
。
油
引
き
表
紙
。
縦
二
十
三
・
八
糎
、
横
十
六
・
一
糎
。

外
題
は
書
き
貼
り
原
題
簽
で
「
七
拾
六
番
歌
合　

下
」。
本
文
は
四
十
四
丁
。

「
二
月
廿
八
日　

八
拾
番
歌
合
下
け
札
答　

呉
竹
の
や
」（
九
丁
）
と
合
綴
。
書

写
は
一
筆
と
思
わ
れ
る
が
、「
二
月
廿
八
日　

八
拾
番
歌
合
下
け
札
答　

呉
竹

の
や
」
の
末
尾
に
「
藤
原
保
躬
写
之
」
と
あ
る
。

本
書
は
、「
七
十
六
番
歌
合
」
に
「
判
者　

源
直
麿
」
と
あ
り
、「
二
月
廿
八

日　

八
拾
番
歌
合
下
け
札
答
」
に
は
「
呉
竹
の
や
」「
し
れ
う
た
人　

源
の
な

ほ
ま
ろ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
源
直
麿
、
す
な
わ
ち
漢
学
者
に
し
て
和
学
に
も

通
じ
た
日
尾
荊
山
の
判
に
な
る
歌
合
の
資
料
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
尾
荊
山
に
つ
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
に
記
す
ま
で
も
な
い
知
名
な
学
者
で
あ

る
が
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
武
蔵
秩
父
日
尾
村
の
医
、
日
尾
林
庵
の
子
と

し
て
生
ま
れ
、
江
戸
に
遊
学
、
亀
田
鵬
斎
、
清
水
浜
臣
に
入
門
し
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
没
、
享
年
七
十
一
。
墓
は
江
戸
谷
中
本
通
寺
に
あ
る
。
特
に
「
日

尾
点
」
と
呼
ば
れ
る
漢
文
訓
読
で
知
ら
れ
、
江
戸
湯
島
に
開
い
た
そ
の
塾
「
至

誠
堂
」
に
は
多
く
の
門
人
が
集
っ
た
。
当
然
な
が
ら
著
作
も
多
い
。
漢
学
と
酒

を
愛
し
な
が
ら
、
国
学
の
必
要
を
説
き
、
和
文
に
関
わ
る
と
き
に
は
直
麿
の
号

を
用
い
て
い
た
。
書
に
お
い
て
も
秀
で
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
江
戸
名

所
図
会
』『
増
補
浮
世
絵
類
考
』
の
著
の
あ
る
齊
藤
月
岑
と
は
厚
誼
が
篤
く
、

『
武
江
年
表
』『
声
曲
類
纂
』
の
序
文
を
荊
山
が
書
い
て
い
る⑴
。
ま
た
月
岑
も
荊

山
の
著
に
絵
を
描
い
て
い
る
（『
品
生
談
』）。
馬
琴
と
の
交
渉
も
確
認
で
き

（『
鵲
橋
随
筆
』）、
人
気
あ
る
漢
学
塾
主
で
あ
っ
た
。

和
学
に
つ
い
て
は
、
夙
に
丸
山
季
夫
が
荊
山
手
沢
本
の
い
く
つ
か
が
静
嘉
堂

文
庫
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る⑵
。
ま
た
そ
れ
よ
り
先
に
静
嘉
堂
文

庫
蔵
の
『
堤
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
は
松
村
誠
一
が
興
味
深
い
報
告
を
し
て

い
る⑶
。
松
村
の
報
告
は
、
静
嘉
堂
文
庫
の
松
井
文
庫
に
あ
る
、
木
村
定
良
の
本

に
「
荘
内
少
将
令
女
暉
子
」
の
本
を
も
っ
て
校
合
し
た
嘉
永
書
写
の
『
堤
中
納

言
物
語
』
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。

そ
の
他
、
学
習
院
大
学
所
蔵
の
上
田
秋
成
の
『
落
窪
物
語
註
解
』
に
は
荊
山
の

註
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
荊
山
の
和
学
に
つ
い
て
は
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
て
、『
世
諺
問

答
考
証
』
が
早
く
に
『
国
文
註
釈
全
書
』（
国
学
院
大
学
出
版
部
、
明
治
四
十

二
年
）
に
、『
燕
居
雑
話
』
が
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
（
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
五
十
一
年
）
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
代
表
的
著
書
『
訓
点
復
古
』（
天

保
六
年
刊
（
中
田
祝
夫
解
説
、
勉
誠
社
文
庫
三
一
、
昭
和
五
十
三
年
に
影
印
））

日
尾
荊
山
判
『
七
十
六
番
歌
合
』
を
め
ぐ
っ
て

福
　
　
田
　
　
安
　
　
典
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と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
荊
山
判
『
七
十
六
番
歌
合
』
の
報
告
と
と
も
に
、
こ
の
歌
合
か

ら
見
え
る
大
名
屋
敷
の
女
性
た
ち
の
文
事
、
及
び
竹
陰
女
塾
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。1

　『
七
十
六
番
歌
合
』
に
つ
い
て

本
書
は
い
さ
さ
か
不
思
議
な
体
裁
を
持
っ
て
い
る
。
本
書
は
下
巻
の
み
の
端

本
で
、
上
巻
の
出
現
が
待
た
れ
る
が
、
七
十
六
番
の
歌
合
を
上
下
巻
に
割
っ
た

の
で
あ
れ
ば
、
当
然
上
・
下
巻
と
も
に
「
三
十
八
番
」
ず
つ
を
収
容
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
下
巻
は
三
十
七
番
か
ら
始
ま
り
、
七
十
二
番
で
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
合
は
本
来
は
「
七
十
二
番
歌
合
」
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
本
興
行
に
続
い
て
追
加
四
番
が
催
さ
れ
た
の

で
「
七
十
六
番
歌
合
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
歌
合
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
尾
荊
山
一

門
に
よ
る
歌
合
に
つ
い
て
は
、
荊
山
自
身
が
（
カ
ギ
括
弧
、
句
読
点
、
濁
点
は

筆
者
が
付
し
た
）、

わ
か
家
の
う
た
合
せ
よ
、「
稽
古
の
為
に
」
と
て
も
の
し
つ
る
す
さ
み
な

が
ら
、
一
年
に
十
一
た
び
、
ひ
と
ゝ
せ
を
か
す
今
に
十
年
に
お
よ
べ
り
。

し
か
る
に
人
々
の
ち
か
ら
の
た
け
を
つ
く
し
て
よ
み
出
給
へ
る
う
た
ど
も

を
、
み
じ
か
き
才
も
て
と
み
に
判
す
る
は
、
殊
に
た
や
す
か
ら
ぬ
こ
と
な

る
を�

（
架
蔵
本
『
二
月
廿
八
日　

八
拾
番
歌
合
下
け
札
答
』）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
一
門
の
稽
古
の
為
に
一
年
に
十
一
回
、
十
年
に
及
ん
で
催

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
歌
合
抜
書
』
に

も
「
わ
か
く
れ
竹
の
屋
の
月
な
み
う
た
合
に
つ
ら
な
り
し
」
や
「
家
の
け
い
こ

う
た
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。『
国
書
総
目
録
』
を
繙
け
ば
、
荊

山
関
係
で
は
『
三
十
六
番
歌
合
』『
四
十
八
番
歌
合
』
が
掲
載
さ
れ
、
国
文
学

研
究
資
料
館
に
は
『
歌
合
抜
書
』『
五
十
二
番
歌
合
』『
四
十
番
歌
合
』
が
所
蔵

さ
れ
、
架
蔵
本
の
二
つ
の
歌
合
を
合
わ
せ
て
七
回
の
歌
合
が
確
認
で
き
た
が
、

実
際
は
は
る
か
に
多
い
歌
合
記
録
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
七
十
六
番
歌

合
』
も
そ
の
数
多
い
呉
竹
舎
の
月
次
稽
古
歌
合
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
『
七
十
六
番
』
歌
合
に
参
加
し
た
人
物
を
見
て
み
る
（
図
版
参
照
）。

肩
書
き
な
ど
は
（　

）
に
、
勝
ち
と
持
の
歌
数
は
【　

】
に
入
れ
た
。

左
方
は
、
道
成
（
縣
令
勝
田
次
郎
属
長
脇
谷
甲
介
）【
勝
一
持
一
】・
み
ち
世

（
同
属　

野
田
東
一
郎
）【
持
一
】・
な
か
た
（ゝ
同
属　

岡
田
与
八
郎
）【
勝
一
】・

て
る
子
（
庄
内
侯
令
女
）【
勝
一
持
一
】・
こ
ま
子
（
同
侯
令
女
）【
勝
一
】・
下

枝
子
【
勝
一
持
一
】・
た
ゝ
か
（
朽
木
）【
勝
一
】・
ま
ち
せ
（
松
山
奥
女
中
）【
持

二
】・
ふ
ち
を
（
庄
内
奥
老
女
）【
持
二
】・
ま
つ
岡
（
同
奥
老
女
）【
勝
一
持
一
】・

正
よ
し
（
高
崎
藩
医　

田
中
氏
）・
た
か
【
持
二
】・
ひ
ろ
し
（
高
崎
藩
）【
勝
一
】・

な
か
ゆ
き
（
勝
田
次
郎
属
長　

岡
本
弥
一
郎
）・
行
高
（
幕
府
人　

中
坊
陽
之

助
別
名
）【
勝
一
持
一
】・
な
か
た
ゝ
【
勝
一
持
一
】・
み
ち
る
【
勝
一
】・
松
麿

（
長
之
別
名
）【
勝
一
】・
み
よ
（
松
山
奥
中
臈
）【
勝
一
持
一
】・
き
み
（
松
山

奥
中
臈
）
で
あ
る
。

右
方
は
、
や
ほ
こ
（
幕
府
人　

岡
本
縫
殿
助
内
室
）【
勝
一
】・
は
つ
せ
（
庄

内
奥
老
中
）【
勝
一
持
一
】・
や
す
み
（
朽
木
藩
）【
勝
一
】・
秀
成
（
幕
府
人　

中
坊
陪
之
助
）・
成
正
（
高
崎
藩　

原
栄
）【
勝
一
】・
英
順
【
持
一
】・
ち
よ
せ

（
庄
内
奥
老
中
）【
持
一
】・
ひ
ろ
し
【
持
二
】・
と
し
【
持
二
】・
す
か
（
朽
木

藩
古
川
氏
母
）【
持
一
】・
と
き
【
勝
二
】・
ち
よ
（
原
栄
妻
）【
持
二
】・
保
躬
【
勝

一
】・
く
に
（
直
麿
妻
）【
勝
二
】・
ぬ
ひ
（
庄
内
奥
）【
持
一
】・
ふ
く
【
持
一
】・

く
に
【
勝
一
】・
あ
や
（
直
麿
女
）【
勝
一
】・
竹
子
【
持
一
】・
ふ
く
【
勝
二
】

で
あ
る
。
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こ
れ
ら
に
見
え
る
人
物
に
つ
い
て
簡
単
な
注
記
を
付
し
て
み
れ
ば
、
縣
令
勝

田
次
郎
は
代
官
勝
田
次
郎
、
中
坊
陽
之
助
は
塙
忠
宝
暗
殺
の
折
り
に
説
か
れ
る

幕
臣
（
忠
宝
が
殺
さ
れ
た
の
は
中
坊
陽
之
助
邸
で
の
和
歌
の
会
の
帰
り
）、
岡

本
縫
殿
助
は
国
学
者
岡
本
保
孝
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
は
朽
木
藩
、
庄
内
藩
、

松
山
藩
、
高
崎
藩
の
関
係
者
が
多
い
。
女
性
が
多
い
こ
と
、
特
に
庄
内
藩
は
藩

主
令
女
の
う
ち
の
二
人
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
く
に
（
邦
子　

直
麿
妻
）、
あ
や
（
綾
子　

直
麿
女
）
と
い
う
荊

山
の
妻
女
が
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
歌
合
の
性
格
が
う
か
が
え
そ
う

で
あ
る
。

日
尾
荊
山
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
邦
子
を
後
妻
と
し
て
迎
え
る
。

先
妻
は
「
宇
都
宮
氏
由
可
子
直
子
生
母
天
保
六
年
乙
未
七
月
朔
日
歿
年
三
十

三
」（
墓
誌
）
で
あ
る
。
荊
山
は
先
妻
と
の
間
に
娘
が
い
て
、
そ
の
子
が
歌
合

に
出
座
し
た
あ
や
（
綾
子
、
後
に
直
子
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
歌
合
は
、
日

尾
邦
子
が
荊
山
の
後
妻
と
な
っ
た
天
保
十
二
年
か
ら
、
荊
山
の
没
年
の
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

邦
子
は
、
石
井
氏
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
生
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

に
出
羽
庄
内
藩
主
酒
井
家
の
侍
女
と
な
り
、
江
戸
藩
邸
奥
向
に
出
仕
す
る
。
そ

こ
で
日
尾
荊
山
か
ら
和
歌
や
漢
文
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
結
婚
し
た
時
に
は
、

邦
子
は
荊
山
と
は
年
が
二
十
六
歳
離
れ
て
い
た
が
、
先
妻
の
子
・
あ
や
（
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
生
）
と
は
十
四
歳
し
か
離
れ
て
い
な
か
っ
た
。
荊
山
と

の
間
に
一
男
三
女
を
も
う
け
た
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
状
況
、

す
な
わ
ち
邦
子
は
も
と
は
庄
内
藩
の
江
戸
藩
邸
勤
務
で
あ
っ
た
こ
と
、
後
妻
に

入
っ
た
日
尾
家
に
は
十
二
歳
の
先
妻
の
子
ど
も
が
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
『
七

十
六
番
歌
合
』
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
。

こ
の
歌
合
で
は
、
荊
山
が
「
下
の
巻
時
々
見
恋
の
う
た
よ
り
撰
い
て
た
る
く
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さ
〳
〵
」
と
し
て
下
巻
の
中
か
ら
秀
歌
八
首
を
撰
ん
で
い
る
。
や
す
み
、
と
き
、

く
に
、
み
ち
よ
、
松
丸
、
た
ゝ
か
、
く
に
、
あ
や
の
八
人
の
和
歌
で
あ
る
。
中

坊
陽
之
助
、
岡
本
保
孝
な
ど
の
歴
々
を
押
し
の
け
て
、
自
分
の
妻
「
く
に
」
と

娘
「
あ
や
」
を
撰
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
荊
山
は
「
月
雪
花
は
」
と

し
て
そ
の
八
人
か
ら
さ
ら
な
る
秀
歌
を
撰
ん
で
い
る
。
撰
ば
れ
た
の
は
、
や
す

み
（
朽
木
藩
）、
た
ゝ
か
（
朽
木
藩
）、
あ
や
の
三
名
で
あ
る
。
こ
の
撰
は
妥
当

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

荊
山
の
本
領
は
漢
学
に
あ
っ
て
、
和
学
は
さ
ほ
ど
で
は
な
く
、
和
歌
の
実
力
、

ま
し
て
や
他
人
の
和
歌
に
つ
い
て
の
判
定
力
に
は
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、人

々
の
ち
か
ら
の
た
け
を
つ
く
し
て
よ
み
出
給
へ
る
う
た
ど
も
を
、
み
じ

か
き
才
も
て
と
み
に
判
す
る
は
殊
に
た
や
す
か
ら
ぬ
こ
と
な
る
を
、
人
々

の
よ
み
い
て
給
へ
る
は
お
そ
く
、
執
筆
か
と
り
つ
と
へ
て
清
書
す
る
事
を

待
て
、
さ
て
三
日
四
日
が
間
に
判
し
は
て
ゝ
披
講
さ
す
る
事
な
れ
ば
、
た

ま
た
ま
は
見
お
と
し
い
ひ
そ
こ
な
へ
る
も
あ
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、

�

（『
二
月
廿
八
日　

八
拾
番
歌
合
下
け
札
答
』）

と
正
直
に
語
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
『
二
月
廿
八
日　

八
拾
番
歌
合
下
け

札
答
』（
年
代
未
詳
）
は
、
荊
山
の
歌
合
評
に
対
す
る
陳
状
へ
の
弁
明
で
あ
っ
て
、

荊
山
は
俊
成
や
為
家
を
持
ち
だ
し
て
長
々
と
「
さ
て
こ
そ
稽
古
う
た
合
」
だ
か

ら
と
弁
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
く
ら
家
の
「
稽
古
歌
合
」
と
強
調
し
よ
う

と
、
歴
々
の
並
ぶ
歌
合
の
判
で
あ
る
。
時
に
は
か
か
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
歌
合
抜
書
』
も
同
様
の

性
格
を
有
す
る
。
荊
山
の
歌
合
は
緊
張
感
の
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

そ
の
緊
迫
す
る
場
、
大
名
の
令
女
や
歌
人
の
居
並
ぶ
中
で
、
荊
山
は
自
分
の

妻
と
娘
の
和
歌
を
秀
歌
と
し
て
撰
ん
だ
の
で
あ
る
。
妻
と
娘
が
こ
の
時
に
と
も

に
秀
で
た
和
歌
を
詠
じ
た
と
い
う
偶
然
、
荊
山
の
子
煩
悩
さ
ゆ
え
と
い
う
理
由

は
あ
り
え
る
に
し
て
も
、
何
か
意
図
的
な
も
の
を
読
み
取
れ
な
い
で
も
な
い
。

こ
の
歌
合
に
は
、
庄
内
侯
の
令
女
を
は
じ
め
と
す
る
庄
内
藩
の
女
性
た
ち
が

多
く
参
加
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
邦
子
の
元
同
僚
た
ち
で
あ
る
。
荊
山
は
も

と
よ
り
庄
内
藩
に
出
入
り
す
る
歌
人
で
あ
る
。
庄
内
侯
の
令
女
二
名
が
出
座
す

る
こ
の
歌
合
は
同
窓
会
的
な
熱
気
を
帯
び
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
或
い
は
、
元

同
僚
た
ち
が
企
画
し
た
積
極
的
な
催
し
と
見
る
可
能
性
も
許
さ
れ
よ
う
。
そ
の

特
別
な
歌
合
で
、
荊
山
は
他
を
お
し
の
け
て
妻
と
娘
を
撰
び
、
さ
ら
に
は
「
お

客
様
」
の
朽
木
藩
の
二
名
と
と
も
に
娘
を
三
秀
歌
に
撰
ぶ
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま

な
判
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
営
為
か
ら
い
く
つ
か
の
状
況
が
推
測
で
き

よ
う
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
歌
合
は
元
同
僚
の
邦
子
の
た
め
に
、
庄
内
藩
の
女

性
達
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
の
も
と
、
邦
子
に
と
っ
て
の
継
子
「
あ
や
」
が
彼
女

ら
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
可
能
性
を
提
示
し
て
お
く
に

と
ど
め
た
い
。

2
　『
七
十
六
番
歌
合
』
か
ら
見
え
る
も
の 

　
　
　
　
―
大
名
家
の
女
性
の
文
事
―

さ
て
、
こ
の
『
七
十
六
番
歌
合
』
か
ら
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
あ
ら
あ
ら
列

記
し
た
い
。

日
尾
家
の
御
子
孫
が
お
持
ち
で
あ
っ
た
資
料
は
現
在
、
小
鹿
野
町
教
育
委
員

会
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
片
倉
比
佐
子
が
紹

介
し
て
い
る⑷
。「
伝
庄
内
藩
主
酒
井
忠
器
筆
孔
子
像
」、
松
平
照
子
の
書
、
稲
葉

正
四
位
（
淀
藩
主
）
母
君
袖
子
・
室
承
子
・
老
女
歌
沢
の
短
冊
類
、
大
河
内
殿

（
高
崎
藩
主
）
御
息
女
て
い
子
の
短
冊
、
相
馬
従
四
位
（
陸
奥
中
村
藩
主
）
御
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室
碩
子
の
短
冊
、
伊
達
正
二
位
（
伊
予
宇
和
島
藩
主
）
御
息
女
泰
子
・
伊
達
家

侍
女
泉
子
の
短
冊
、
久
松
正
四
位
（
伊
予
松
山
藩
主
）
孫
息
女
貞
子
・
侍
女
千

節
子
・
い
く
子
の
短
冊
が
現
存
し
て
い
る
。
旧
大
名
家
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

日
尾
家
の
威
容
を
誇
る
短
冊
類
で
あ
る
。
大
名
家
の
令
室
や
娘
、
侍
女
の
文
事

を
物
語
る
資
料
と
し
て
の
特
徴
が
あ
ろ
う
。

大
名
家
の
文
事
に
つ
い
て
は
、
近
時
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
井
上
敏
幸

が
「「
大
名
の
文
事
」
の
研
究
に
つ
い
て
」
で
回
想
し
て
い
る⑸
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
文
事
は
男
性
を
中
心
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

日
尾
邦
子
周
辺
資
料
は
大
名
の
息
女
お
よ
び
侍
女
と
い
う
女
性
中
心
の
も
の
が

多
い
。
片
倉
は
同
論
文
で
「
肩
書
き
不
明
の
女
性
」
と
し
て
、

倶
子
、
ぬ
ひ
子
、
み
つ
子
、
豊
子
、
為
子
、
み
な
子
、
ふ
さ
子
、
三
島
、

花
子
、
と
き
子
、
千
代
子
、
精
子
、
た
つ
こ
、
か
な
子
、
き
は
子
、
さ
き

子
、
琴
子
、
ふ
み
子
、
朝
子
、
よ
し
子
、
本
田
ま
す
子
、
誠
心
院
、
雅
子
、

久
満
子

を
挙
げ
る
が
、
日
尾
家
で
は
大
事
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

今
や
存
在
さ
え
も
忘
却
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
な
り
の
人
物
た
ち
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
大
名
家
の
令
室
、
令
女
、「
奥
女
中
」「
奥
老
女
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
4

4

た
ち
の

4

4

4

原
資
料
が
こ
の
中
に
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
肩
書
き
の
記
さ
れ

る
『
七
十
六
番
歌
合
』
の
よ
う
な
資
料
が
今
後
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
数
名
は
大

名
家
の
女
性
た
ち
の
中
か
ら
判
明
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か⑹
。
今
後
の
課
題

と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
先
述
し
た
松
村
誠
一
が
取
り
上
げ
た
静
嘉
堂

文
庫
蔵
『
堤
中
納
言
物
語
』（
以
下
、
静
嘉
堂
本
）
で
あ
る⑺
。
こ
の
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
書
写
の
『
堤
中
納
言
物
語
』
は
、「
文
化
三
丙
寅
夏
五
月
令
書
生
某
謄

写
了　

即
日
校
一
過
聊
註
所
見　

濱
臣
」「
此
本
借
清
水
光
房
蔵
書
写
了　

其

後
一
校
畢　

天
保
十
一
年
正
月　

定
良
」
と
い
う
奥
書
の
後
に
（
波
線
筆
者
）、

在
頃
日
、
岡
本
長
之
購
得
定
良
蔵
本
以
示
余
。
余
令
家
刀
自
邦
女
写
。
以

荘
内
少
将
令
女
暉
子
本
相
比
校
互
有
得
失
而
如
缼
文
。
則
暉
子
本
全
存
焉
。

今
一
々
補
入
之
且
加
管
見
。
傍
有
青
圏
者
皆
余
考
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
癸
丑
秋
九
月　
　
　
　
　

直
麿

と
あ
る
。
濱
臣
本
を
書
写
し
た
木
村
定
良
本
を
手
に
し
た
荊
山
が
嘉
永
六
年
に

妻
の
邦
子
に
書
写
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
「
荘
内
少
将
令
女
暉
子
本
」（
以
下
、
暉

子
本
）
と
校
合
し
て
み
れ
ば
あ
ま
り
に
も
缼
文
（
欠
文
）
が
多
い
の
で
、
一
々

を
補
入
し
、
あ
わ
せ
て
私
見
を
青
圏
（
点
）
で
加
え
た
と
い
う
。

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も
、

此
本
謄
写
之
砌
以
荘
内
令
女
暉
子
蔵
本
青
錠
一
校
返
於
蔦
舎
畢

　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
六
癸
丑
九
月　
　
　
　
　

呉
竹
舎
主
人

と
い
う
奥
書
を
持
つ
本
が
あ
る
（
以
下
、
国
会
本
）。
松
村
は
「
直
麿
」
と
「
呉

竹
舎
主
人
」
が
と
も
に
荊
山
だ
と
は
気
付
か
ず
、
と
も
に
定
良
本
を
底
本
と
し

て
暉
子
本
を
以
て
校
合
し
た
静
嘉
堂
本
と
国
会
本
と
の
異
同
を
論
じ
て
い
る
が
、

気
に
な
る
の
は
こ
の
両
本
に
異
同
の
あ
る
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
異
同
が

生
じ
た
事
情
を
問
題
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
に
、
同
じ
嘉
永
六
年
九

月
、
同
じ
底
本
を
持
ち
、
同
じ
く
輝
子
本
を
参
照
し
な
が
ら
、
両
者
は
異
な
る

本
文
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
荊
山
は
二
種
類
の
『
堤
中
納
言
物

語
』
を
必
要
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

両
本
の
奥
書
を
仔
細
に
見
れ
ば
、
大
ま
か
な
事
情
は
似
て
い
る
が
、
決
定
的

に
違
う
「
事
情
」
が
あ
る
。
波
線
部
の
よ
う
に
静
嘉
堂
本
奥
書
に
は
「
邦
子
」

の
名
が
見
え
る
が
、
国
会
本
で
は
そ
の
名
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
違
い

を
暉
子
本
の
所
蔵
者
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

暉
子
本
の
所
蔵
者
は
「
荘
内
少
将
令
女
暉
子
」
で
あ
る
。
こ
の
「
荘
内
」
は
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「
庄
内
」
の
こ
と
で
、
庄
内
少
将
と
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
家
督
を
長

男
に
譲
っ
た
庄
内
藩
八
代
藩
主
酒
井
忠
器
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
庄
内
藩
に
か

つ
て
邦
子
が
勤
務
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
暉
子
こ
そ
『
七
十
六

番
歌
合
』
に
「
庄
内
侯
令
女　

て
る
子
」
と
記
さ
れ
、
邦
子
、
直
子
と
と
も
に

荊
山
歌
合
に
参
加
し
て
い
た
令
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

静
嘉
堂
本
に
記
さ
れ
る
「
邦
子
」
は
、
単
に
従
順
な
妻
と
し
て
の
筆
記
者
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
荊
山
と
結
婚
す
る
前
は
十
三
年
の
長
き
に
亘
っ
て
こ
の
暉
子

ら
と
と
も
に
古
典
を
学
ぶ
女
性
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
暉
子
文
化

圏
の
一
員
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
暉
子
本
は
「
校
合
の
た
め
に
」「
偶
然
に
」
荊
山
の
手
元
に
届

い
た
の
で
は
な
く
、
書
写
を
任
さ
れ
た
邦
子
が
、
自
分
が
か
つ
て
仕
え
た
暉
子

が
そ
の
一
本
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
貸
与
を
申
し
出
た
と
い

う
よ
う
な
「
必
然
の
」
事
情
を
考
え
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。
静
嘉
堂
本
と

国
会
本
の
差
異
は
、
前
者
の
自
由
な
校
本
作
成
態
度
に
起
因
す
る
が
、
そ
の
生

じ
た
理
由
は
、
ま
ず
邦
子
の
介
在
の
有
無
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
確
か
に
静
嘉
堂
本
の
奥
書
か
ら
は
荊
山
の
営
為
し
か
読
み
取
れ
ず
、
静

嘉
堂
本
の
冒
頭
に
も
「
朱
字
の
傍
に
○
を
付
し
は
直
麿
か
考
な
り
」
と
あ
り
、

「
直
麿
按
」
と
い
う
頭
注
も
散
見
し
、
荊
山
自
身
が
こ
の
本
を
調
製
し
た
か
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
邦
子
の
随
筆
『
花
月
園
漫
筆
』（
国
会
図
書
館
蔵
）

も
「
直
麿
云
」「
直
按
」
が
散
見
し
、
荊
山
の
注
を
取
り
込
み
な
が
ら
文
章
を

作
成
す
る
の
が
彼
女
の
執
筆
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
事
実
を
踏

ま
え
れ
ば
、
こ
の
静
嘉
堂
本
の
作
成
者
が
邦
子
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
評
価
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
誰
に
強
い
ら
れ
る
こ
と

な
く
古
典
を
愛
し
、
師
荊
山
を
愛
し
、
そ
れ
を
生
涯
の
伴
侶
と
定
め
、
夫
没
後

は
古
典
教
鞭
を
補
佐
し
た
邦
子
の
あ
り
方
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
静
嘉
堂
本

の
自
由
な
性
格
の
幾
分
か
は
こ
の
邦
子
介
在
に
起
因
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
大
名
家
令
女
暉
子
と
侍
女
邦
子
と
の
身
分

を
越
え
た
交
誼
を
認
め
た
上
で
、
単
な
る
男
性
に
命
じ
ら
れ
た
ま
ま
に
書
写
す

る
と
い
う
女
性
像
と
は
異
な
り
、
み
ず
か
ら
の
意
志
で
み
ず
か
ら
の
縁つ
て

を
使
っ

て
異
本
校
合
や
本
文
作
成
を
思
い
つ
く
女
性
古
典
学
者
の
姿
が
想
定
で
き
る
可

能
性
を
認
め
た
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
荊
山
の
意
志
に
加
え
、
邦
子
の

自
由
な
意
志
に
よ
る
書
写
態
度
の
結
果
、
国
会
本
と
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
静

嘉
堂
本
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
大
名
家
の
女
性
の
文
事
の
一
例
が
端
的
に
示
さ
れ
よ
う
。
前
出
井
上

敏
幸
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
大
名
に
と
っ
て
「
文
事
」
は
「「
文
人
大
名
」
の

名
を
得
る
」
と
か
「
大
名
個
人
の
資
質
と
、「
道
」
の
修
養
と
「
徳
行
」
の
有
無
」

を
測
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
視
点
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
、
江
戸
藩
邸

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
女
性
達

4

4

4

で
あ
る
。
松
村
論
文
や
鈴
木
一
雄
『
堤
中
納
言
物

語
序
説
』
に
も
邦
子
へ
の
言
及
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
名
家
に
所
蔵
さ

れ
る
古
典
の
い
く
つ
か
は
「
わ
が
娘
」
用
に
調
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
名

の
婦
女
た
ち

4

4

4

4

が
男
性
を
介
在
し
な
い
自
由
な
古
典
研
究
を
楽
し
み
、
自
身
所
有

の
書
籍
の
貸
借
が
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
「
文

事
」
と
「
友
情
」
と
を
示
す
端
的
な
事
例
と
し
て
、
こ
の
『
堤
中
納
言
物
語
』

貸
借
の
一
事
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
日
尾
邦
子
は
、
庄
内
藩
江
戸
藩
邸
を

辞
し
た
後
に
も
、
酒
井
暉
子
か
ら
古
典
籍
を
借
り
出
す
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ

を
も
と
に
日
尾
荊
山
に
よ
る
校
合
本
文
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
江
戸
市
井
の
古

典
学
の
一
端
が
こ
こ
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
近
世
期

の
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
享
受
面
で
も
興
味
深
い
が
、
そ
の
考
究
は
筆
者
の
力

量
で
は
敵
わ
な
い
。
今
後
に
期
し
た
い
。

こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
、
現
小
鹿
野
教
育
委
員
会
所
蔵
の
「
伝
庄
内
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藩
主
酒
井
忠
器
筆
孔
子
像
」
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
は
確
か
に
落
款
に
「
酒
井
忠

器
」
と
あ
る
以
外
は
酒
井
忠
器
作
と
す
る
根
拠
が
な
く
、
忠
器
が
邦
子
に
下
賜

し
た
と
い
う
事
情
は
認
め
が
た
い
の
で
「
伝
」
が
冠
さ
れ
て
い
る
が
、
暉
子
と

邦
子
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
み
れ
ば
、
も
う
少
し
積
極
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
孔
子
像
の
掲
げ
ら
れ
た
女
塾
の
主
、
日

尾
直
子
（
あ
や
）
の
作
品
（
小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
所
蔵
）
を
一
点
だ
け
紹
介

し
、
つ
い
で
竹
陰
女
塾
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

一
條
凜
兮
雷
芙
蓉　

撃
破
長
奸
邪
斂
鋒　

無
限
東
風
研
不
発　

社
頭
惟
見

水
噴
龍

君
が
為
と
き
し
心
の
た
ち
つ
る
き
さ
や
か
に
く
ち
ぬ
ひ
か
り
を
そ
み
る

　
　
　

弔
抜
刀
隊
戦
死　
　
　
　
　

竹
陰
日
尾
直
子

3
　
そ
の
後
の
竹
陰
女
塾 

　
　
　
　
―
お
わ
り
に
か
え
て
―

『
七
十
六
番
歌
合
』
に
お
け
る
邦
子
と
あ
や
の
競
演
、
そ
れ
を
捌
く
荊
山
の

姿
、
後
の
『
堤
中
納
言
物
語
』
貸
借
の
風
景
を
一
応
は
幸
福
な
光
景
と
呼
ぶ
こ

と
を
許
さ
れ
た
い
。
し
か
し
、
そ
の
光
景
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
荊
山
が
没
す
る
。
そ
こ
で
娘
の
直
子
（
綾
子
）

は
継
母
邦
子
の
助
け
を
得
て
父
の
業
を
受
け
継
ぐ
。
世
に
言
う
「
竹
陰
女
塾
」

で
あ
る
。
こ
の
塾
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
言
及
が
あ
る⑻
。
日
本
女
子
大

学
女
子
教
育
研
究
所
編
『
明
治
の
女
子
教
育
』（
国
土
社
、
昭
和
四
十
二
年
）
は
、

菅
野
則
子
が
「
と
く
に
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
と
明
治
期

の
そ
れ
と
の
断
続
面
を
指
摘
す
る
仕
事
」
と
分
類
し
て
い
る
が
、
そ
の
菅
野
の

指
摘
に
よ
っ
て
日
尾
直
子
の
塾
経
営
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る⑼
。
菅
野
に
よ
れ

ば
、
明
治
二
十
三
年
に
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
教
育
史
資
料
』
よ
り

幕
末
の
江
戸
に
三
人
の
私
塾
の
女
塾
主
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
原
田
ス

ミ
子
（
士　

芝
区　

芝
香
堂　

筆
学　

女
教
師
一　

生
徒　

男
七
五
、
女
七
五
）

お
よ
び
日
尾
ナ
ホ
（
士　

下
谷
区　

至
誠
塾　

和
漢
学　

女
教
師
一　

生
徒　

男
一
二
、
女
一
八
）
奥
原
晴
湖
（
士　

下
谷
区　

春
暢
学
舎　

書
画　

男
〈
マ
マ
〉教
師

一　

生
徒　

男
八
二
、
女
一
七
〇
）」
で
あ
る
。
こ
の
日
尾
ナ
ホ
が
本
稿
で
取

り
上
げ
た
日
尾
荊
山
の
娘
・
直
子
の
こ
と
で
、
菅
野
は
、

『
明
細
書
』（
福
田
注
、
昭
和
三
六
年
東
京
都
刊
『
東
京
府
開
学
明
細
書
』）

に
よ
る
と
、
明
治
五
年
四
四
歳
の
日
尾
直
子
に
は
、「
元
淀
藩
貫
属
士
族

日
尾
宗
三
郎
女
」「
當
申
十
月
平
民
送
籍
」
の
肩
書
き
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
す
る
。
日
尾
直
子
は
「
元
士
族
」
と
し
て
父
の
至
誠
塾
（
至
誠
堂　

安
政
六

年
よ
り
）
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
菅
野
は
、

そ
こ
で
の
学
科
は
「
皇
国
学
」「
支
那
学
」
で
あ
り
、
教
材
と
し
て
用
い

た
の
は
、
古
事
記
・
旧
事
記
・
本
朝
六
国
史
・
万
葉
集
・
左
伝
註
疏
・
国

語
・
綱
鑑
易
知
録
・
古
語
拾
遺
・
新
撰
姓
氏
録
・
本
朝
神
社
考
・
皇
朝
史

略
・
十
八
史
略
・
元
明
史
略
・
文
章
軌
略
・
古
今
和
歌
集
・
国
史
略
・
新

序
・
蒙
求
で
あ
り
。
さ
ら
に
、
素
読
に
は
稽
古
要
略
・
神
教
要
旨
・
孝

経
・
四
書
・
五
経
・
小
学
を
教
材
と
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
す
る
。
記
録
上
は
、
直
子
一
人
が
教
授
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
菅
野
の

「
実
際
に
は
、
継
母
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
の

推
測
に
従
い
た
い
。

こ
の
塾
に
つ
い
て
は
、
園
豊
子
「
日
尾
塾
の
こ
と
ゞ
も
」（『
日
本
及
日
本
人
』

昭
和
十
三
年
四
月
号
）
が
よ
く
引
か
れ
る
。
女
塾
と
男
塾
が
あ
っ
て
、
炊
事
は

女
中
が
や
る
が
掃
除
は
く
じ
で
公
平
に
決
め
、
厳
格
な
規
律
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

直
子
と
邦
子
の
塾
経
営
は
初
期
は
順
調
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
地
の
士
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族
や
名
家
の
子
弟
の
み
な
ら
ず
、
吉
野
泰
三
の
よ
う
な
多
摩
の
豪
農
で
あ
る
自

由
民
権
運
動
家
の
子
弟
も
集
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
女
塾
に
は
後
継
者
問
題
が
あ
っ
た
。
直
子
の
墓
石
に

は
「
継
父
偉
業　

汎
教
授
徒
弟
及
門
甚
多
矣　

明
治
三
十
年
十
月
七
日
病
歿　

享
年
六
十
九　

無
子　

養
松
平
鶴
栖
長
女
増
子　

為
嗣
増
子
追
薦
不
解
」
と

あ
っ
て
、
直
子
に
は
子
が
無
く
、
旗
本
松
平
定
一
の
娘
で
旧
伊
予
松
山
藩
主
十

七
代
久
松
定
謨
の
妹
で
あ
っ
た
増
子
を
養
女
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
、

そ
の
経
緯
は
や
や
複
雑
で
、
知
ら
れ
て
い
る
資
料
を
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
直
子

に
荊
山
の
弟
子
・
省
斎
が
婿
入
り
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
嘉
永
六
年
に
没
す
る
。

そ
の
他
に
敬
三
郎
と
い
う
養
子
が
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
日
尾
塾
の
後
継
者
と

は
な
り
え
な
か
っ
た
。
結
局
、
下
谷
で
邦
子
、
直
子
は
「
至
誠
塾
」（
竹
陰
女
塾
）

を
営
む
よ
う
に
な
る
。
片
倉
比
佐
子
は
明
治
九
年
で
「
男
女
塾
生
百
三
十
余
名
」

で
「
か
な
り
評
判
と
な
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
。
別
に
邦
子
は
会
津
の
松
平
容

敬
の
養
女
と
な
り
、
松
平
照
子
の
歌
道
の
師
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
塾
生
が
集
う
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
多
摩
の
民
権
運
動
家
石
阪
昌
孝
の
娘
で

後
に
北
村
透
谷
の
妻
と
な
る
美
那
子
が
入
塾
し
た
。
明
治
十
二
年
、
美
那
子
十

二
歳
で
あ
る
。
美
那
子
は
直
子
の
信
頼
を
得
て
、
明
治
十
三
年
か
ら
十
七
年
ま

で
「
和
漢
学
習
字
ノ
助
教
」
を
務
め
、
そ
の
間
の
明
治
十
五
年
に
は
日
尾
家
の

養
子
と
な
っ
て
い
る
。
美
那
子
は
塾
の
後
継
者
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る⑽
。
し
か
し
美
那
子
は
す
ぐ
に
養
子
縁
組
を
解
消
し
て
明
治
十
七
年
に
は
塾

を
去
っ
て
い
く
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
の
考
察
は
本
稿
で
は
し
な
い
。
そ
の
後

に
、
先
の
旧
伊
予
松
山
藩
主
の
妹
の
増
子
を
養
女
と
し
た
の
で
あ
る
。
日
尾
塾

は
大
名
家
に
出
入
り
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
縁
戚
と
な
っ
た
の
だ
が
、
父
の

背
を
追
い
続
け
て
努
力
し
た
直
子
の
女
塾
は
終
焉
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
日
尾
直
子
の
没
し
た
明
治
三
十
年
の
前
年
、
成
瀬
仁
蔵
は
「
日
本
女
子
大

学
設
立
之
趣
旨
」（『
女
子
教
育
』
青
木
嵩
山
堂
）
を
世
に
問
う
て
い
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
未
紹
介
の
『
七
十
六
番
歌
合
』
に
つ
い
て
、
日
尾
荊
山
が

邦
子
と
直
子
を
大
名
家
の
女
性
の
文
事
に
参
加
さ
せ
、
や
や
あ
か
ら
さ
ま
に
娘

の
お
披
露
目
を
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
つ
い
で
酒
井
暉
子
旧
蔵
『
堤
中
納
言

物
語
』
を
め
ぐ
る
大
名
家
の
女
性
の
文
事
を
考
察
し
た
。
併
せ
て
、
邦
子
と
直

子
の
塾
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
の
『
七
十
六
番
歌
合
』、
特
に
図
版
で
掲
げ

た
荊
山
・
邦
子
・
直
子
・
酒
井
暉
子
ら
の
文
化
サ
ロ
ン
名
簿
が
、
江
戸
後
期
の

大
名
家
の
女
性
の
文
事
や
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
女
性
の
古
典
研
究
の

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

注
⑴　
「
日
尾
直
子
の
至
誠
堂
」（『
台
東
区
史　

通
史
編
Ⅲ
』、
平
成
十
二
年
）、
片
倉
比

佐
子
「
日
尾
直
子
と
そ
の
周
辺
」（『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
第
十
一
号
、
平
成
十
二
年
）、

以
下
、
い
ち
い
ち
を
記
さ
な
い
が
、
多
く
の
資
料
を
片
倉
論
文
か
ら
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
断
り
お
く
。

⑵　

丸
山
季
夫
「
江
戸
古
学
の
流
れ
」（『
日
本
歴
史
』
一
七
七
号
、
昭
和
三
十
八
年
二

月
）

⑶　

松
村
誠
一
「「
混
態
」
の
處
理
に
つ
い
て
―
日
尾
荊
山
舊
蔵
堤
中
納
言
物
語
を
中

心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
八
―
九
、
昭
和
十
六
年
九
月
）

⑷　

片
倉
比
佐
子
「
日
尾
家
女
三
代
の
作
品
」（『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
第
十
五
号
、
平

成
十
六
年
）

⑸　
『
近
世
文
藝
』
百
号
記
念
号
（
平
成
二
十
六
年
七
月
）

⑹　

同
様
に
片
倉
は
、
男
性
に
つ
い
て
も
、

幸
道
、
義
烈
、
広
風
、
長
之
、
古
筆
了
仲
、
清
汎
、
正
邦
（
稲
葉
）、
正
国
、
花
守
、

道
無
、
友
繁
、
道
節
、
真
棹
、
義
信
、
直
矢
、
近
思
、
田
鶴
麿

を
挙
げ
る
が
、
例
え
ば
、「
真
棹
」
は
伊
予
松
山
の
井
手
正
雄
で
あ
っ
て
看
過
さ
れ
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る
べ
き
人
物
で
は
な
い
。『
七
十
六
番
歌
合
』
と
突
き
合
わ
せ
れ
ば
、
ぬ
ひ
（
庄
内
奥
）

と
松
麿
（
長
之
別
名
）
あ
た
り
が
こ
の
不
明
の
人
物
と
同
名
を
持
つ
。

⑺　

⑶
と
同
じ
。
但
し
、
こ
の
荊
山
校
合
本
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
み
、
例
え
ば
鈴
木

一
雄
『
堤
中
納
言
物
語
序
説
』（
昭
和
五
十
九
年
、
桜
楓
社
）
な
ど
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

⑻　

注
⑴
⑷
参
照
。
そ
の
他
、
園
豊
子
「
日
尾
塾
の
こ
と
ゞ
も
」（『
日
本
及
日
本
人
』

昭
和
十
三
年
四
月
号
）、
菅
野
則
子
「
寺
子
屋
と
女
師
匠　

江
戸
か
ら
明
治
へ
」（『
一

橋
論
叢
』
一
一
一
号
、
平
成
六
年
二
月
）、
江
刺
昭
子
『
透
谷
の
妻　

石
阪
美
那
子

の
生
涯
』（
平
成
七
年
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
）
な
ど
。

⑼　

注
⑻
の
菅
野
論
文
。

⑽　

注
⑺
の
江
刺
昭
子
『
透
谷
の
妻　

石
阪
美
那
子
の
生
涯
』

　

本
書
は
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地

方
〉」（
研
究
代
表
寺
島
恒
世
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
小
鹿
野
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
長
山
本
正
実
氏
に
は
特
別
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
末
尾
な
が
ら

謝
辞
を
申
し
上
げ
る
。


